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「白鷹学講座」のお知らせ④
最上川の世界遺産登録推進事業の

中止について⑤
第３次行財政改革～４年目の成果～⑧
小中学校及び町民水泳大会の結果⑫
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あゆかい保育園夏まつり　　―　飛んでけ！　―
　７月19日、あゆかい保育園で、夏祭りが開催されました。園児と保護者、地域のかたも参加して盛大に行われました。当
日はあいにくの雨模様で、屋内での催しとなりましたが、子どもたちは元気いっぱい。音楽に合わせてお父さんお母さんと
一緒にダンスをしたり、紙飛行機を作って飛距離を競うゲームなどを楽しんでいました。



『
開
館
記
念
展
覧
会 

  　　
　

梅
津
五
郎
展
』

『
古
部
賢
一×

鈴
木
大
介

  　

オ
ー
ボ
エ
・
ギ
タ
ー

　

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
』

あゆーむサポーター
を募集します
文化交流センターあゆーむでは、コンサート、展覧会、

ワークショップ、講演会などの主催事業のお手伝いをして
いただくサポーターを募集します。サポーター活動を通じ
て、芸術文化への理解を深めていただくことも、目的として
おります。専門的な知識や技術はなくてもかまいません。
ご興味のあるかたは、ぜひお申し込みください。

●
日
　

程
　

12
月
８
日（
火
）〜
14
日（
月
）

●
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
　

鈴
木
ユ
キ
オ
氏（
ダ
ン

ス
カ
ン
パ
ニ
ー「
金
魚
」）

　

鈴
木
ユ
キ
オ
氏
は
、日
本
で
い
ま
最
も
注

目
を
集
め
て
い
る
ダ
ン
ス
芸
術
家
の
一
人
。

そ
の
鈴
木
氏
が
一
週
間
白
鷹
町
に
滞
在
し
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
ダ
ン
ス
体
験
）と
ダ
ン
ス

公
演
を
実
施
し
ま
す
。最
先
端
の
身
体
芸

術
を
ぜ
ひ
ご
体
感
く
だ
さ
い
。 

●
日
　

程
　

平
成
22
年
1
月
28
日（
木
）

　
　
　ク

イ
ン
テ
ッ
ト
・
ア
ッ
シ
ュ
の
メ
ン
バ
ー
が
3

日
間
白
鷹
町
に
滞
在
し
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
音
楽
体
験
）と
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。ま
っ
た
く
違
う
個
性
を
持
つ
5
つ
の
管

楽
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

●
日
　

程
　

10
月
4
日（
日
）〜
25
日（
日
）

●
入
場
料
　

大
人
２
０
０
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
無
料

　

故
・
梅
津
五
郎
氏（
浅
立
出
身
）は
、伝
統

と
権
威
あ
る
日
展
に
入
選
・
特
選
を
重
ね

た
洋
画
家
。中
華
料
理
屋
を
営
み
な
が
ら

画
業
に
ま
い
進
し
、所
属
し
た
東
光
会
で

は
理
事
長
を
勤
め
ま
し
た
。そ
の
作
品
の

大
半
が
町
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。本
展
で

は
、梅
津
氏
の
生
涯
と
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。

●
日
　

程
　

11
月
15
日(

日)

　

詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
の
白
鷹
学
講
座
の
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
　

程
　

11
月
27
日(

金)

　

市
岡
裕
子
さ
ん
は
吉
本
新
喜
劇
座
長
・

故
岡
八
郎
氏
の
長
女
。父
の
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
な
ど
の
苦
難
を
音
楽
に
慰
め
ら
れ
、ゴ

ス
ペ
ル
歌
手
の
道
に
。絶
望
か
ら
の
再
起
を
、

ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン
グ
と
ト
ー
ク
で
綴
り
ま
す
。

●
日
　

程  

10
月
4
日(

日)

　
　
　
　

  

午
後
３
時
開
演

●
入
場
料  

一
般
１
０
０
０
円

　
　
　
　

  

高
校
生
以
下 

５
０
０
円

　
　
　
　

  

全
席
自
由

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

　

柔
ら
か
く
甘
い
音
色
と
響
き
を
持
つ

オ
ー
ボ
エ
奏
者
の
古
部
賢
一
氏
と
、作
曲

家
・
武
満
徹
氏
よ
り「
今
ま
で
に
聴
い
た
こ

と
が
な
い
よ
う
な
ギ
タ
リ
ス
ト
」と
評
さ
れ

た
、鈴
木
大
介
氏
の
共
演
で
す
。

【
チ
ケ
ッ
ト
の
取
扱
】文
化
交
流
セ
ン
タ
ー 

あ
ゆ
ー
む
、町
教
育
委
員
会

あ
ゆ
ー
む
の
１０
月
４
日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
ま
で
い
よ
い
よ
２
ヶ
月
を
切
り
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
使
用
停
止
を
受
け

た
代
替
措
置
と
し
て
、６
月
２２
日
か
ら
は

限
定
的
な
が
ら
施
設
使
用
も
始
ま
り
ま
し

た
。す
で
に「
ス
イ
ー
ト
ぴ
〜
コ
ン
サ
ー
ト

（
７
月
１９
日
）」や「
し
ら
た
か
的
音
楽
映
画

塾（
７
月
３１
日
〜
８
月
２
日
）」と
い
っ
た
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
ち
ら『
あ
ゆ
ー
む
通
信
』で
は
、今
後
あ

ゆ
ー
む
で
行
な
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
ご
案
内
や
、開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
の
様
子
な
ど
、あ
ゆ
ー
む
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は「
準
備
壱
号
」と
題
し
ま
し
て
、１０

月
４
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
後
に
控
え

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

い
よ
い
よ

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
！

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

募集要項

◆参加資格　文化交流センターの活動
に関心のある高校生以上のかた。
◆登録　活動に先立ってまずサポーター
として登録していただきます。所定の申し
込み用紙に必要事項をご記入のうえ、お
申し込みください。申し込み用紙は文化
交流センター受付に準備しています。
　また、ホームページからダウンロードす
ることもできます。
◆活動方法　登録された連絡先に、活動
の日時・内容などをご案内いたします。そ
の中から、参加できるものを事前に連絡
のうえ、活動していただきます。
◆報酬　活動に対して、謝礼や交通費な
どの報酬はありません。

活動内容
チケットもぎり／ステージ・客席の設営／音響・照明アシ
スタント／出演者への対応／展示作業補助／作品解説
／絵画教室・工芸教室などの創作活動の準備・補助／講
演会の準備・補助／機関紙の発行／館内案内／駐車場
整理

今年10月4日にグランドオープンする文化交流セン
ターの事業企画委員を募集いたします。委員の仕事は、
事業の企画立案、事業運営についての助言をお願いし
ます。定員は15名。任期は平成21年度といたします。委
員会は年間５回程度で費用弁償（1回につき3,000円）
をさせていただきます。募集締め切りは８月31日。
お問い合わせは、教育委員会文化交流センター係ま

で。

●イベント・サポーターに関するお問合せ （月～金 9:00～17:00）
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グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
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ラ
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オ
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プ
ン

『
山
崎
ハ
コ  

ラ
イ
ブ
』

『
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
・
ア
ッ
シ
ュ
　

木
管
五
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』

『
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
・
ア
ッ
シ
ュ
　

木
管
五
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』

『
市
岡
裕
子  

人
権
啓
発

　

ト
ー
ク
＆
ゴ
ス
ペ
ル
ラ
イ
ブ
』

『
鈴
木
ユ
キ
オ

　

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス

　
　
　

公
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』

準
備
壱
号℡0238(85)6146

事業企画委員
白鷹町文化交流センター  あゆーむの

を募集いたします。

TEL：0238-85-9071
〒992-0771白鷹町大字鮎貝仮換地24街区1番

FAX：0238-85-9072
e-mail:shirataka@ayu-m.jp

あゆーむブログ:http://samidare.jp/siraayu09/
あゆーむホームページ：町ホームページトップページ
内「公共施設」＞「白鷹町文化交流センターあゆーむ」
をクリック

い
ち
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白鷹町文化交流センター あゆーむ

●
日
　

程
　

平
成
22
年
1
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
　

 

〜
1
月
30
日（
土
）

ク
イ
ン
テ
ッ
ト
・
ア
ッ
シ
ュ
の
メ
ン
バ
ー
が
3

日
間
白
鷹
町
に
滞
在
し
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
音
楽
体
験
）と
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。ま
っ
た
く
違
う
個
性
を
持
つ
5
つ
の
管

楽
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

あ
ゆ
ー
む
の
１０
月
４
日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
ま
で
い
よ
い
よ
２
カ
月
を
切
り
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
使
用
停
止
を
受
け

た
代
替
措
置
と
し
て
、６
月
２２
日
か
ら
は

限
定
的
な
が
ら
施
設
使
用
も
始
ま
り
ま
し

た
。す
で
に「
ス
イ
ー
ト
ぴ
〜
コ
ン
サ
ー
ト

（
７
月
１９
日
）」や「
し
ら
た
か
的
音
楽
映
画

塾（
７
月
３１
日
〜
８
月
２
日
）」と
い
っ
た
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら『
あ
ゆ
ー
む
通
信
』で
は
、今
後
あ

ゆ
ー
む
で
行
な
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
ご
案
内
や
、開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
の
様
子
な
ど
、あ
ゆ
ー
む
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は「
準
備
壱
号
」と
題
し
ま
し
て
、１０

月
４
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
後
に
控
え

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

●�　　 広報しらたか　2009.8.12●� 　　 広報しらたか　2009.8.12 ●�　　 広報しらたか　2009.8.12●� 　　 広報しらたか　2009.8.12
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募集要項

◆参加資格　文化交流センターの活動
に関心のある高校生以上のかた。
◆登録　活動に先立ってまずサポーター
として登録していただきます。所定の申し
込み用紙に必要事項をご記入のうえ、お
申し込みください。申し込み用紙は文化
交流センター受付に準備しています。
　また、ホームページからダウンロードす
ることもできます。
◆活動方法　登録された連絡先に、活動
の日時・内容などをご案内いたします。そ
の中から、参加できるものを事前に連絡
のうえ、活動していただきます。
◆報酬　活動に対して、謝礼や交通費な
どの報酬はありません。

活動内容
チケットもぎり／ステージ・客席の設営／音響・照明アシ
スタント／出演者への対応／展示作業補助／作品解説
／絵画教室・工芸教室などの創作活動の準備・補助／講
演会の準備・補助／機関紙の発行／館内案内／駐車場
整理

今年10月4日にグランドオープンする文化交流セン
ターの事業企画委員を募集いたします。委員の仕事は、
事業の企画立案、事業運営についての助言をお願いし
ます。定員は15名。任期は平成21年度といたします。委
員会は年間５回程度で費用弁償（1回につき3,000円）
をさせていただきます。募集締め切りは８月31日。
お問い合わせは、教育委員会文化交流センター係ま

で。

●イベント・サポーターに関するお問合せ （月～金 9:00～17:00）
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コ
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ー
ク
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ョ
ッ
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市
岡
裕
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人
権
啓
発

　

ト
ー
ク
＆
ゴ
ス
ペ
ル
ラ
イ
ブ
』

『
鈴
木
ユ
キ
オ

　

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス

　
　
　

公
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』

準
備
壱
号℡0238(85)6146

事業企画委員
白鷹町文化交流センター  あゆーむの

を募集いたします。

TEL：0238-85-9071
〒992-0771白鷹町大字鮎貝仮換地24街区1番

FAX：0238-85-9072
e-mail:shirataka@ayu-m.jp

あゆーむブログ:http://samidare.jp/siraayu09/
あゆーむホームページ：町ホームページトップページ
内「公共施設」＞「白鷹町文化交流センターあゆーむ」
をクリック

い
ち

10/4
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白鷹町文化交流センター あゆーむ

●
日
　

程
　

平
成
22
年
1
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
　

 

〜
1
月
30
日（
土
）

ク
イ
ン
テ
ッ
ト
・
ア
ッ
シ
ュ
の
メ
ン
バ
ー
が
3

日
間
白
鷹
町
に
滞
在
し
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
音
楽
体
験
）と
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。ま
っ
た
く
違
う
個
性
を
持
つ
5
つ
の
管

楽
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

あ
ゆ
ー
む
の
１０
月
４
日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
ま
で
い
よ
い
よ
２
カ
月
を
切
り
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
使
用
停
止
を
受
け

た
代
替
措
置
と
し
て
、６
月
２２
日
か
ら
は

限
定
的
な
が
ら
施
設
使
用
も
始
ま
り
ま
し

た
。す
で
に「
ス
イ
ー
ト
ぴ
〜
コ
ン
サ
ー
ト

（
７
月
１９
日
）」や「
し
ら
た
か
的
音
楽
映
画

塾（
７
月
３１
日
〜
８
月
２
日
）」と
い
っ
た
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら『
あ
ゆ
ー
む
通
信
』で
は
、今
後
あ

ゆ
ー
む
で
行
な
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
ご
案
内
や
、開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
の
様
子
な
ど
、あ
ゆ
ー
む
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は「
準
備
壱
号
」と
題
し
ま
し
て
、１０

月
４
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
後
に
控
え

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
！
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「白鷹学講座」のお知らせ

　映画「里山っ子たち」上映会

　子どもたちが自然の中でたくましく成長してい

く様子を映像化したドキュメンタリー作品。笑い、

泣き、けんかし、助け合う子どもたちの姿に、幼

き頃の自分が重なり合う、そんな素敵な作品です。

○期日　８月 23 日（日）

○時間　１回目：午前 10 時　

　　　　２回目：午後２時　※２回上映

○会場　パワーセンター

○入場料　無料（整理券が必要となります。）

○整理券取扱　教育委員会、パワーセンター、　

　　　　　　各地区公民館、町婦人会　ほか

　民俗信仰　草木塔への願い
　～ 草木塔、路傍の石仏・石塔めぐり ～	
　　　　　　　　　　　　　　＜荒砥・東根地区編＞
…先人の思いにゆったりとひたってみませんか。…

○日時　９月５日（土）午前８時～午後１時（予定）

○集合時刻　午前７時 55 分まで

○集合・解散　白鷹町中央公民館

○講師　江口儀雄氏（白鷹町史談会会長）

○移動手段　マイクロバス、徒歩（変更有の場合）

○定員　25 名

　※定員になり次第締め切らせていただきます。

○参加料　300 円（おにぎり代）

　※当日集金いたします。

○持ち物　歩きやすい服装・水筒・帽子・雨具

　　　　　レジャーシート（雨天決行）

○周遊箇所　荒砥（岡応寺三十三観音）、杉沢（男石、

　　　　　　草木供養塔）、広野（板碑、新野和泉碑

　　　　　　など）、浅立（人力車夫碑、産婆碑など）

○募集締切　８月 31 日（月）まで

パート
４

パート
３

パート
6

1975 年　アルバム「飛・び・ま・す」でデビュー。

その独特な世界は、若者から絶大な支持を受ける。

深夜放送のＤＪ、映画「青春の門」の音楽担当。「織江の唄」がヒット。

1994 年「十八番（おはこ）」で第 36 回レコード大賞アルバム企画賞受賞。

2008 年　映画「東京ソーダ水」音楽監督。

島倉千代子など他のアーティストへの楽曲提供や、ラジオパーソナリ

ティ、執筆活動、舞台、映画出演など多才ぶりを発揮。

○開演　午後４時～（開場午後３時 30 分）
○会場　白鷹町文化交流センター「あゆーむ」
○入場料　3,000 円（当日 3,500 円）
　※全席自由　当日整理券を配布します。
○チケット　９月１日（火）販売開始予定
■問い合わせ
　ライブ実行委員会
　（教育委員会内☎ 85 － 6147）

■ 山崎ハコ

ハ
コ
さ
ん
が
、
白
鷹
で
歌
い
ま
す
。

山崎ハコ　アコースティックライブ

■問い合わせ　教育委員会生涯学習係　☎ 85-6147 ／ fax 85-2183
　　　　　　　Ｅメール：kyouiku@so.town.shirataka.yamagata.jp

パート
5

　おすぎのシネマトークショー

○期日　10 月 24 日（土）

○会場　パワーセンター

※詳細決まり次第お知らせいたします。

11 月 15 日（日）開催

※すべての講座において整理券（事前申込み）、または有料チケットが必要となりますので、　
　ご承知おきください。



新
た
な
視
点
で
の
取
り
組
み
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山
形
県
で
は
、
最
上
川
の
世
界
遺
産
へ
の
登
録
に
向
け
て
、
関
係
す
る

26
市
町
村
と
と
も
に
「
最
上
川
の
文
化
的
景
観
」
を
文
化
庁
に
提
案
し
て

ま
い
り
ま
し
が
、
提
案
内
容
に
つ
い
て
は
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
の
、
平
成
20
年
暫
定
一
覧
表
へ
の
記
載
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の

で
す
。

　

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
厳
格
化

す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
登
録
状
況
や
、
改
め
て
関
係
機
関
な
ど
の
意

見
を
聞
く
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
た
結
果
、

①
最
上
川
の
舟
運
文
化
を
国
際
的
に
位
置
づ
け
る
国
内
外
の
研
究
が
少
な

　

く
、
具
体
的
な
研
究
を
実
施
し
て
い
く
の
は
大
変
困
難
な
こ
と
。

②
最
上
川
周
辺
の
65
箇
所
の
構
成
資
産
全
部
に
つ
い
て
、
最
上
川
の
文
化

　

的
景
観
に
合
致
す
る
か
の
検
証
と
国
の
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
の
に

　

膨
大
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
。

③
現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
目
標
年
次
や
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

を
具
体
的
に
呈
示
し
な
い
ま
ま
、
事
業
を
進
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
を
中
止
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
の
取
組
み
を
生
か
し
、

最
上
川
に
つ
い
て
は
、
国
の
文
化
財
で
あ
る
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
に

向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
町
と
し
て
も
県
や

最
上
川
沿
い
に
隣
接
す
る
白
鷹
、
朝
日
、
大
江
の
３
町
で
設
立
し
た
広
域

観
光
推
進
協
議
会
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
文
化
的
資
源

を
磨
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
へ
の
取
組
み
を
引
き
続
き
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
調
整
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

最
上
川
の
世
界
遺
産
登
録

　
　
　
　

推
進
事
業
に
つ
い
て

舟　道
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乗って残そう！
思い出も。

フラワー長井線を活用した“まちづくり”事業を応援します！
マイレールサポート事業募集中！

　フラワー長井線利用拡大協議会では、“地域の足であ
るフラワー長井線を地域のアイデアで支える” マイレ
ール・サポート事業を募集しています。長井線と沿線
地域の地域資源を結びつけて、地域活性化とまちおこ
しを進めるものです。フラワー長井線にこだわり、愛
着を寄せる団体の皆さん、ぜひご応募ください。

【内容】

（１）平成22年３月31日までに実施・完了し、「マイレー

　　ル意識の高揚」や「列車イベントの運行企画」「利

　　用拡大広報」などのテーマ・題材に取り組む事業

　　に対して支援費を交付します。

（２）支援費は事業実績額の範囲内とし、原則８万円を

　　上限とします。（特別な事情がある場合は10万円）

（３）支援対象事業がすべて完了後、合同報告会を開催

　　する予定です。

【申請方法】

（１）申請期間　

　　平成22年３月28日まで随時受け付けます。

（２）申請書類など

　　①申請書、②団体の概要説明書 （任意様式）、

　　③実施事業の内容がわかる資料

（３）申請と問い合わせ

　　フラワー長井線利用拡大協議会

　　〒992－0892　白鷹町大字荒砥甲833

　　総務課企画調整係内（☎85－6123）

※実施要綱と申請書は、総務課、フラワー長井線沿線

　各市町、山形鉄道株式会社に準備しています。

●平成20年度は、次の10団体が事業を実施しました。
①日本初 !? かき氷列車運行事業
　実施団体： 長井おやこ劇場
②最上川アルクセッション ‘08
　実施団体：長井まちづくり N P O センター
③土木遺産シンポジウム2008in 置賜
　実施団体：「土木遺産シンポジウム2008in 置賜」
　　　　　　実行委員会
④みなさまに感謝！もちつき列車運行事業
　実施団体：ギャラリー停車場の会
⑤みんなで乗ろう！サンタ列車運行事業
　実施団体：フラワー長井線をつなぐ会
⑥白鷹町サンタ列車おもてなし事業
　実施団体：白鷹町八幡地区女性部
⑦フラワー長井線「天地人」列車運行事業
　実施団体：フラワー長井線「天地人」推進会議
⑧フラワー長井線沿線雪灯り回廊まつり連携事業
　実施団体：ながい雪灯り回廊まつり実行委員会
⑨第５回「第20回　東北学生音楽祭」
　実施団体：東北学生音楽祭実行委員会
⑩春はすぐそこ！雛まつり列車運行事業
　実施団体：語りべ　長井小町の会
※マイレールサポート事業総参加者数　9,284人

がんばれ！
フラワー長井線

　フラワー長井線は、最近観光の

分野で注目され、団体の観光によ

る利用客数は１万人を超え、利用

拡大、交流拡大につながっていま

す。しかし、少子化の影響は避け

られず、通学定期の利用者は減少

しています。そのため、厳しい経

営状況は改善されていません。

　そこで皆さんにお願いします。

「１年に１回」フラワー長井線に

乗ってください。そうしていただ

くことで、長井線がいきいきとし、

地域が活気づきます。近年は、四

季の郷駅を中心に、地元のかたが

たによるさまざまなイベントが企

画されたり、七夕列車やビール列

車などのイベント列車、駅構内で

の物産販売、長井線グッズの販売

など、楽しいことが着実に増えて

います。家族の思い出づくりに長

井線を生かしてみませんか？自動

車に慣れた人でも、たまに乗った

ときのレールの振動、沿線の景色

には感動します。

　日本最古のダブルワーレントラ

ス鉄橋（荒砥鉄橋）があるフラワ

ー長井線を皆さんの手で守りまし

ょう。

※１００円お得な「利用回数券」
を随時販売していますので、総務
課企画調整係でお買い求めくださ
い。
■問い合わせ　フラワー長井線利
用拡大協議会（総務課企画調整係
☎85-6123）

　７月４日、５日、今年も七夕列車が
運行されました。荒砥駅には、保育園
児が書いた短冊が、駅資料館ボランテ
ィア会の皆さんの手で華やかに飾り付
けられ、お客さまを歓迎。物産市では、
地元八幡女性部の皆さんによるおもて
なしが行われました。
　東北各県からイベントに参加した約
４００人のお客さまは、紅花の切り花
や白鷹産の野菜、お菓子、加工品など
を買い求めていました。

今年も七夕列車が走りました



●支給内容
４月、８月、12月の３期に分けて支給します。（月額）

児童の数 全部支給のとき 一部支給のとき

１人目 ４１，７２０円
４１，７１０～
９，８５０円

２人目 ５，０００円を加算

３人目以降 ３，０００円を加算

●所得制限限度額について
扶養親族
等の数

本人の所得制限 配偶者・扶養義
務者の所得制限全部支給 一部支給

０人 １９万円未満 １９２万円未満 ２３６万円未満

１人 ５７万円未満 ２３０万円未満 ２７４万円未満

２人 ９５万円未満 ２６８万円未満 ３１２万円未満

＊扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき　
　38 万円を加えた額になります。

●支給内容
４月、８月、11 月の３期に分けて支給します。

障害等級 １級 ２級

手当の月額 ５０，７５０円 ３３，８００円

●所得制限限度額について
扶養親族
等の数

本人の所得制限
配偶者・扶養義務者

の所得制限

０人 ４５９万６千円 ６２８万７千円

１人 ４９７万６千円 ６５３万６千円

２人 ５３５万６千円 ６７４万９千円
＊扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき　
　38 万円を加えた額になります。
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　児童扶養手当は、父の死亡・障がい、父母の離婚
などによる生活の激変を和らげ、母子家庭の自立を
促すことを目的に支給されます。

●児童扶養手当を受給できるかた
　18歳に達する年度末までの児童（心身に障がいが
　ある児童は20歳未満）を養育している母子家庭
　の母または養育者
　＊次の場合は、対象になりません。
　・養育者の所得が一定額以上の場合
　・養育者、対象児童が公的な年金を受けることがで
　　きる場合
　・対象児童が、児童福祉施設などに入所している場
　　合　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

児童福祉の制度・手当を紹介します

　特別児童扶養手当は、精神または身体に障がいの
ある児童の福祉増進のために支給されます。

●特別児童扶養手当を受給できるかた
　20歳未満で精神または身体に障がいのある児童を
　養育している父母または養育者
　＊次の場合は、対象になりません。
　・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合
　・養育者の所得が一定額以上の場合　　　　など

特別児童扶養手当児童扶養手当

●所得状況届の提出をお忘れなく

　手当を受給しているかたは、毎年８月11日から９
月10日までの間に、所得状況届の提出が必要になり
ます。
　所得状況届の提出がないと、８月分以降の手当を
受けることができません。忘れずに提出ください。

●平成20年４月以降の児童扶養手当について

　平成20年４月から、手当てを受けてから５年を経
過したかた（８歳未満の児童を監護するかたを除く）
は、就労などの実績がない場合、手当額が２分の１
に減額されることとなりました。該当するかたに届
書を送付しますので忘れずに提出ください。
＊次の場合は、減額対象になりません。
・あなたが働いているか、求職活動をしている場合
・あなたが身体上または精神上の障がいがある場合
・あなたが病気やケガで働くことができない場合
・あなたが子どもや親族を介護しなければならない
　ため働くことができない場合
●現況届の提出をお忘れなく
　手当を受給しているかたは、毎年８月中に現況届
の提出が必要になります。
　現況届の提出がないと、８月分以降の手当を受け
ることができません。忘れずに提出ください。

詳しい手続き、ご相談は、
健康福祉課子育て支援係

（☎86－0212）
　にお問い合わせください。
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◆第３次行財政改革大綱の進捗度
　　取り組むべき重点課題 46 項目のうち

計画どおり
実施

計画どおりで
ないが
概ね達成

計画どおりに
進んでいない

未実施

２４ １３ ５ ４
52.2% 28.2% 10.9% 8.7%

平成 20 年度で

総額３億 3,300万円

の効果額となりました。

＊第３次行革の成果は、白鷹町ホーム
ページの「行財政改革」コーナーにも
掲載していますのでご覧ください。

問い合わせ
総務課　総務係

☎85－6124

　電子自治体の推進
○県、各市町村連携による電子申請・届出システム
　（給与支払報告〈総括表〉、公的年金等支払報告
　〈総括表〉、戸籍の附票の写し交付申請、住民票の
　写し交付申請）を稼動しました。

　財政及び公営企業の健全化
○町税収入の確保
　【口座振替加入促進制度により、口座振替件数が
　前年度対比603件増加】
○遊休資産の処分
　【元萩野小学校プール跡地、法定外公共物の処分】
○議員定数見直し
　【18人→14人〈平成19年５月から実施〉】
○人件費の抑制
　【退職勧奨６人、職員給料削減の実施、町長20％、
　副町長12％、教育長６％給料削減（平成20年10月25
　日まで）町長50％、副町長40％給料削減（平成20年
　10月26日から実施）管理職手当削減30％（平成19
　年４月から実施）】
○物件費、旅費、補助金、負担金の縮減と新たな需
　要への対応
○水道事業への繰出金の抑制

　公営企業等の経営健全化
○病院事業
　【インターネットなど端末・生化学自動分析装置
　の整備（医療情報などネット環境の改善、医療
　水準の維持向上、効率化）給与・財務状況の公表、
　2,988千円の黒字となった】
○下水道事業
　【水洗化率81.5％、使用料収納率 現年度99.0％、
　過年度49.7％、給与・財務状況の公表】
○水道事業
　【収納率 現年度97.9％、過年度47.0％、給与・財
　務状況の公表】
○土地開発公社
　【東部工業団地用地を処分、給与・財務状況の公
　表】
○第三セクター
　【給与・財務状況の公表】

　町民の参画機会の拡充
○パブリックコメントの実施
　【白鷹町第５次高齢者保健計画及び第４期介護保
　険事業計画、環境基本計画】

以上の取り組みの結果、

第３次行財政改革
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第３次行財政改革
４年目の成果をお知らせします

　職員の定員管理
○平成17年度に策定した「定員適正化計画」に基づ
　き、職員数の削減を行いました。
　【職員数は平成16年度比39人減の216人】

　職員の資質向上
○職員研修を積極的に行いました。
　【町独自研修７件、受講者数307人、派遣研修55人】

　事務事業の見直し
○平成19年度施政方針に係る事務事業57事業につい
　て評価しました。
○環境マネジメント（ISO14001）は、更新せず、独
　自運用に移行するための職員研修を行いました。

◆経費節減等の財政効果
  　（普通会計）

区　分
歳入
確保策

歳出
削減策

合計

計画
（百万円）

12 144 156

実績
（百万円）

30 303 333

達成率 250.0% 210.4% 213.5%

　町では平成17年度から平成21年度までを計画期間とした「第３次白鷹
町行財政改革大綱」を策定し、徹底した行財政改革に取り組んでいま
す。その取り組みの第４年目となる平成20年度の主な内容と成果につ
いてお知らせします。

　民営化・民間委託の推進
○平成21年度から、よつば保育園の指定管理者制度
　による民間委託を行うことに伴い、引継保育を始
　めました。

　公共工事の見直し
○協働のまちづくり事業により、７区で地域主体に
　よる事業を行いました。
○入札予定価格130万円以上の事業について、入札
　予定を閲覧とホームページにより公表しました。
○入札結果について、閲覧とホームページにより公
　表しました。
○再生骨材、再生合材の利用によるコスト縮減を行
　いました。

◆各項目ごとの計画と実績額
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等
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資
産
の
処
分

基
金
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活
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直
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人
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抑
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内
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経
費
の
見
直
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扶
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事
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事
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見
直
し

（
民
間
委
託
な
ど
）
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海
老
名
和
好
さ
ん
（
滝
野
）
が

東
北
地
区
体
育
指
導
委
員
協
議

会
功
労
者
表
彰
受
賞

　

海
老
名
さ
ん
は
、
平
成
２
年
４

月
１
日
、
白
鷹
町
体
育
指
導
委
員

就
任
以
来
、
19
年
に
わ
た
り
町
体

育
指
導
委
員
を
務
め
ら
れ
、
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
翼
を
担
う
活

躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
平
成
21
年

度
東
北
地
区
体
育
指
導
委
員
研
修

会
に
お
い
て
、
東
北
地
区
体
育
指

導
委
員
協
議
会
功
労
者
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

荒砥駅前交流施設資料館
展示品を模様替えしました

期
間
…
８
月
～
10
月
末
ま
で

　

※
同
時
開
催
「
天
地
人
放
映
記
念
写
真
展
」

　
　
　
　
　
　
　
（
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
沿
線
の
史
跡
）

■
ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝　

３
分
団
５
部
１
班（
十
王
）

出
場
者
…
田
口
美
貴
、
別
府
勲
、

小
口
孝
之
、
守
屋
俊
宏
、
佐
藤
英

人
、
佐
藤
浩

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　

１
分
団
１
部
３
班（
西
小
路
）

出
場
者
…
児
玉
秀
朗
、児
玉
直
樹
、

片
山
充
治
、今
野
正
和
、金
田
雄
太

白
鷹
町
代
表
が
や
り
ま
し
た
！

　

西
置
賜
支
部
操
法
大
会
２
部
門
で
優
勝

３
位　

２
分
団
３
部
１
班（
高
岡
）

■
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

２
位　

１
分
団
５
部
１
班（
山
口
）

　

７
月
12
日
、
西
置
賜
行
政
組
合

消
防
本
部
で
、
平
成
21
年
度
山
形

県
消
防
操
法
大
会
西
置
賜
支
部
大

会
が
行
わ
れ
、
１
市
３
町
か
ら
選

抜
さ
れ
た
14
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

白
鷹
町
代
表
が
２
部
門
で
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
か
ら
は
、
３
部
門
に
４

チ
ー
ム
が
出
場
、
ポ
ン
プ
車
の
部

で
３
分
団
５
部
１
班
（
十
王
）、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
１
分
団
１
部

３
班
（
西
小
路
）
が
持
ち
味
を
存

分
に
発
揮
し
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の

部
に
出
場
し
た
１
分
団
５
部
１
班

（
山
口
）
が
２
位
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
に
出
場
し
た
２
分
団
３
部
１

班
（
高
岡
）
が
３
位
と
、
そ
れ
ぞ

れ
健
闘
し
ま
し
た
。

　

我
が
町
に
優
秀
な
消
防
団
員
が

い
る
と
い
う
の
は
い
ざ
と
い
う
時

に
心
強
い
も
の
。
出
場
さ
れ
た

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
長
い
間
の
訓

練
、本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

山形新聞社主催の「最上川さくら回廊事業」の桜苗植
栽への一般参加者を募集します。
▼対象　町内在住のかた、またはゆかりのあるかた（町
　内出身者など）家族・団体（企業を除くスポ少・婦
　人会など）で当日必ず出席できるかた
▼いつ　11 月７日（土）午後１時 30 分から
▼どこで　白鷹町文化交流センター「あゆーむ」
▼植樹本数　35 本程度
▼応募方法　はがきに郵便番号、住所、氏名（団体名）、
　家族全員の名前と職業、年齢、電話番号、　連絡先
　の住所氏名、応募の動機、植裁地（白鷹町）を明記
　してください。
▼締切り　８月 27 日（木）必着
■応募先・問い合わせ　〒 990‐8550 山形市旅篭町
　2‐5‐12 山形新聞編集局内「最上川さくら回廊係」
　※植樹苗木にはネームプレートが付きます。
　※応募多数の場合は抽選となります。

最上川さくら回廊事業一般参加者募集



支出日 区分 支出額 ( 円 ) 内　　　　容

7 月　1 日 贈答品 48,000 ホークスサミット関係団体

7 月　2 日 協賛金 3,000 被爆 64 周年原水爆禁止山形県大会

7 月　2 日 御祝 10,000 荒砥高等学校同窓会関東支部総会

7 月　3 日 御祝 5,000 鷹桜同窓会白鷹支部定例総会

7 月　7 日 香典 20,000

7 月　8 日 香典 20,000

7 月 13 日 御祝 3,100 半夏祭

7 月 13 日 御祝 5,000 ＮＰＯしらたか第２期総会及び祝賀会

7 月 17 日 御祝 3,000 交通安全祈願祭

7 月 17 日 贈答品 3,300 重要事業要望

7 月 31 日 御祝 10,000
第 80 回都市対抗野球大会
（鷺宮製作所出場につき）

計 130,400 
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７月の町長交際費

平成21年７月に支出された町
長交際費についてお知らせし
ます。

■問い合わせ
　総務課総務係（☎85－6120）

―

認
知
症
を
知
る
・
理
解
す
る
た

め
に
ー
『
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
』

　

前
回
に
続
い
て
、
介
護
す
る
家

族
が
認
知
症
を
受
け
止
め
る
ま
で

の
道
の
り
『
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
』

を
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

■
第
３
ス
テ
ッ
プ

　　

割
り
切
り
、

　
　

ま
た
は
あ
き
ら
め

　

混
乱
や
怒
り
を
繰
り
返
し
疲
労

し
た
介
護
者
は
、
次
第
に
コ
ツ
を

つ
か
ん
で
介
護
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
お
じ
い
ち

ゃ
ん
に
本
当
の
こ
と
を
教
え
て
も

怒
る
だ
け
な
ん
だ
か
ら
、
お
か
し

な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
そ
の
場
は

『
ハ
イ
ハ
イ
』
と
聞
い
て
お
こ
う
」

や
、「
こ
れ
は
触
ら
な
い
で
と
言
っ

て
も
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
。
触

れ
ら
れ
て
困
る
も
の
は
手
の
届
か

な
い
と
こ
ろ
に
動
か
し
て
し
ま
お

う
」
な
ど
、
認
知
症
の
人
の
言
動

に
振
り
回
さ
れ
ず
に
割
り
切
っ
た

対
処
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
認
知
症
の
人
の
不
可
解

な
言
動
に
も
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
怒

っ
た
り
し
な
く
て
す
む
よ
う
に
な

り
、
肩
の
力
が
抜
け
て
自
然
体
で

介
護
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
認
知
症

が
進
行
し
て
症
状
が
よ
り
多
様
に

な
っ
て
く
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
新
た
な
問
題
行
動
が
出
て
く

る
と
、
介
護
者
の
心
は
再
び
第
２

ス
テ
ッ
プ
「
混
乱
・
怒
り
・
拒
絶
」

へ
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
認
知
症
の
人
と
の
付
き
合
い

は
、
こ
の
よ
う
に
ス
テ
ッ
プ
を
何

度
も
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら

進
ん
で
い
く
の
が
普
通
で
す
。
し

か
し
、
経
験
を
つ
ん
だ
介
護
者
は
、

２
度
目
、
３
度
目
の
「
混
乱
・
怒

り
・
拒
絶
」
時
期
か
ら
比
較
的
早

く
抜
け
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

＜

こ
の
時
期
、
介
護
者
が

陥
り
や
す
い
心
の
動
き＞

　

　

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
周
囲
に

介
護
し
て
い
る
こ
と
を
話
し
た
り

相
談
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る

介
護
者
が
増
え
て
き
ま
す
。
日
ご

ろ
の
悩
み
や
困
り
ご
と
が
愚
痴
の

形
で
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

介
護
の
経
験
が
あ
る
人
は
、
介
護

者
の
や
り
方
に
あ
れ
？
と
思
う
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
き
、
周
囲
の
人
は
、
精
一

杯
が
ん
ば
っ
て
い
る
介
護
者
を
否

定
せ
ず
に
穏
や
か
に
話
し
た
り
話

を
聞
い
た
り
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
介
護
者
に
疲
れ
が
見
え
て
い

た
ら
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

勧
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　

認
知
症
は
、
す
ぐ
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
ほ
ど
簡
単
な
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
て

進
ん
で
い
け
ば
、
き
っ
と
答

え
は
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

第１ステップ
とまどい・否定

第２ステップ
混乱・怒り・拒絶

第３ステップ
割り切り、また

はあきらめ

第４ステップ
受　容

理解するための四つのステップ
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小５女子 100m 自由形

１　土屋　楓子　鮎貝　　1'16"83　新

２　鈴木　里実　蚕桑　　1'45"86

３　大嶋恵利歌　蚕桑　　1'57"43

小５女子 100m 背泳ぎ

１　土屋　楓子　鮎貝　　1'28"46　新

小５女子 100m 平泳ぎ

１　金田　彩香　蚕桑　　1'53"27

２　五十峯由美　荒砥　　1'59"51

３　大嶋恵利歌　蚕桑　　2'05"63

小５女子 50m バタフライ

１　児玉　晴菜　蚕桑　　1'01"75

小５女子 50m 自由形

１　梅津　優希　東根　　　40"37

２　芳賀佑里乃　鮎貝　　　41"30

３　横山れのん　荒砥　　　44"47

小５女子 50m 背泳ぎ

１　梅津　優希　東根　　　51"18

小５女子 50m 平泳ぎ

１　菊地　　遥　東根　　　43"15　新

２　金田　彩香　蚕桑　　　52"37

３　横山れのん　荒砥　　　58"28

小６女子 100m 個人メドレー

１　金田日菜子　蚕桑　　1'35"97

２　相馬　春香　鮎貝　　1'40"96

小６女子 100m 自由形

１　長谷部陽香　鮎貝　　1'32"97

２　紺野　瑞穂　東根　　1'37"13

３　迎田　茉優　荒砥　　1'38"11

小６女子 100m 背泳ぎ

１　相馬　春香　鮎貝　　1'47"65

小６女子 100m 平泳ぎ

１　新野ひかり　東根　　1'54"50

２　孫田　和奏　蚕桑　　1'55"67

３　四釜　奏恵　蚕桑　　2'02"20

小６女子 50m バタフライ

１　金田日菜子　蚕桑　　　43"92

２　加藤　桃華　東根　　　46"15

３　大木　千秋　荒砥　　　47"19

小６女子 50m 自由形

１　梅津　香穂　東根　　　37"10

２　髙野　清美　鮎貝　　　39"67

３　長谷部陽香　鮎貝　　　39"81

小６女子 50m 背泳ぎ

１　梅津　香穂　東根　　　42"16　新

２　髙野　清美　鮎貝　　　48"34

３　樋口　悠香　鮎貝　　　49"73

小６女子 50m 平泳ぎ

１　梅津　桐里　東根　　　52"08

２　芳賀南都子　鮎貝　　　52"50

３　新野ひかり　東根　　　53"21

小学女子 200m フリーリレー

１　東根小学校　　　　　2'31"92

２　鮎貝小学校　　　　　2'31"94

　[ 土屋楓子（小５・自）　33"51　①新 ]

３　蚕桑小学校　　　　　2'57"16

小学女子 200m メドレーリレー

１　東根小学校　　　　　2'52"49

　[ 梅津香穂（小６・背）　42"01　①新 ]

２　鮎貝小学校　　　　　2'56"84

　[ 土屋楓子（小５・背）　39"46　①新 ]

３　蚕桑小学校　　　　　3'09"70

中学校・男子
順位　　氏名　　　所属　　タイム　　備考

中学男子 50m バタフライ

１　安達　信幸　東中　　　29"40　新

中学男子 50m 自由形

１　鈴木　大成　東中　　　30"77

２　田井地　諒　東中　　　31"51

３　丸川　　琢　東中　　　31"61

中学男子 50m 背泳ぎ

１　紺野　　暉　東中　　　39"43

中学男子 50m 平泳ぎ

１　丸川　　琢　東中　　　41"40

２　迎田　俊崇　東中　　　43"61

中学男子 100m バタフライ

１　安達　信幸　東中　　1'02"59　新

中学男子 100m 自由形

１　鈴木　大成　東中　　1'08"91

２　田井地　諒　東中　　1'11"40

３　山本　　仰　東中　　1'12"86

中学男子 100m 背泳ぎ

１　紺野　　暉　東中　　1'24"01

中学男子 100m 平泳ぎ

１　迎田　俊崇　東中　　1'37"00

中学男子 200m フリーリレー

１　東中学校　　　　　　2'02"68	

中学男子 200m メドレーリレー

１　東中学校　　　　　　2'19"22

中学校・女子
順位　　氏名　　　所属　　タイム　　備考

中学女子 50m 自由形

１　渡邉　紗可　東中　　　38"72

２　梅津　　瞳　東中　　　40"20

中学女子 50m 背泳ぎ

１　渡邉　紗可　東中　　　43"89

中学女子 50m 平泳ぎ

１　梅津　沙織　東中　　　46"15

中学女子 100m 自由形

１　梅津　　瞳　東中　　1'26"16

中学女子 100m 平泳ぎ

１　梅津　沙織　東中　　1'35"21

高等学校・男子
順位　　氏名　　　所属　　タイム　　備考

高校男子 50m バタフライ

１　児玉真乃介　長井　　　30"64

２　岩崎　大地　長井　　　36"04

高校男子 50m 自由形

１　児玉真乃介　長井　　　27"25

２　岩崎　大地　長井　　　31"40

高校男子 50m 背泳ぎ

１　児玉真乃介　長井　　　37"07

２　岩崎　大地　長井　　　40"02

高校男子 50m 平泳ぎ

１　児玉真乃介　長井　　　38"23

２　岩崎　大地　長井　　　46"71

高校男子 100m バタフライ

１　児玉真乃介　長井　　1'13"37

２　岩崎　大地　長井　　1'19"23

高校男子 100m 自由形

１　児玉真乃介　長井　　1'02"50

２　岩崎　大地　長井　　1'08"75

高校男子 100m 背泳ぎ

１　児玉真乃介　長井　　1'15"75

２　岩崎　大地　長井　　1'23"67

高校男子 100m 平泳ぎ

１　児玉真乃介　長井　　1'25"63

２　岩崎　大地　長井　　1'39"56

高校男子 200m 個人メドレー

１　児玉真乃介　長井　　2'30"98

２　岩崎　大地　長井　　2'57"52

高等学校・女子
順位　　氏名　　　所属　　タイム　　備考

高校女子 50m 自由形

１　岩崎　礼菜　長井　　　33"15

高校女子 50m 背泳ぎ

１　岩崎　礼菜　長井　　　47"57

高校女子 50m 平泳ぎ

１　岩崎　礼菜　長井　　　39"79

高校女子 100m 自由形

１　岩崎　礼菜　長井　　1'12"87

高校女子 100m 平泳ぎ

１　岩崎　礼菜　長井　　1'27"31

一般・男子

順位　　氏名　　　所属　　タイム　　備考

一般男子 200m フリーリレー

１　白鷹町水泳連盟　　　2'05"07

一般男子 200m メドレーリレー

１　白鷹町水泳連盟　　　2'12"69

　[ 小形匠善（一般・背）　34"59　①新 ]
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第46回白鷹町小中学校及び
町民水泳大会の結果

７月29日　町民プール
＊各種目３位まで掲載。1’23”45＝１分23秒45
＊「新」は大会新記録
＊「①新」はリレー第１泳者新記録で、氏名（学年・種目）を記載。

小学校・男子
順位　　氏名　　　所属　　タイム　　備考

小３男子 50m 自由形

１　加藤　北斗　鷹山　　　47"54

２　赤間宏史郎　鮎貝　　　51"48	

３　髙田真亜稀　鷹山　　　53"89	

小３男子 50m 背泳ぎ

１　加藤　北斗　鷹山　　　58"20	

２　茨木　天真　荒砥　　1'20"98	

小３男子 50m 平泳ぎ

１　山本　　築　荒砥　　1'31"95	

小４男子 50m バタフライ

１　加藤　裕哉　蚕桑　　　47"21

２　五十嵐智大　荒砥　　　53"84	

小４男子 50m 自由形

１　五十嵐智大　荒砥　　　47"57

２　新井　駿介　東根　　　48"89

３　羽角　奏音　鮎貝　　　49"69

小４男子 50m 背泳ぎ

１　松岡伽威亜　荒砥　　　49"46

２　羽角　奏音　鮎貝　　　58"59

３　丸川　岬太　蚕桑　　1'00"78

小４男子 50m 平泳ぎ

１　加藤　裕哉　蚕桑　　　51"04

２　松岡伽威亜　荒砥　　　51"64

３　板垣　翔斐　蚕桑　　　59"49

小５男子 100m 個人メドレー

１　佐藤　　陸　鮎貝　　1'59"42

２　佐藤　功基　蚕桑　　2'00"04

小５男子 100m 自由形

１　佐藤　功基　蚕桑　　1'40"33

２　安部　怜児　東根　　1'45"57

３　加藤　　燿　東根　　1'48"76

小５男子 100m 平泳ぎ

１　迎田　俊峰　東根　　1'45"24

２　押切　剛大　荒砥　　1'55"45

３　橋本　直弥　荒砥　　1'56"53

小５男子 50m バタフライ

１　迎田　俊峰　東根　　　47"04

２　橋本　直弥　荒砥　　　54"34

３　髙橋　利希　東根　　　56"79

小５男子 50m 自由形

１　加藤　南斗　鷹山　　　39"74

２　鈴木　皓大　東根　　　41"67

３　菊地　祐太　東根　　　44"82

小５男子 50m 背泳ぎ

１　鈴木　智裕　東根　　　53"73

２　佐藤　　陸　鮎貝　　　57"12

３　新野　右京　蚕桑　　　57"44	

小５男子 50m 平泳ぎ

１　鈴木　皓大　東根　　　49"90

２　押切　剛大　荒砥　　　52"84

３　西村　一輝　荒砥　　　53"92

小６男子 100m バタフライ

１　加藤　稜哉　蚕桑　　1'34"44

小６男子 100m 個人メドレー

１　紺野　蒼天　東根　　1'18"05　新

２　小形　瞭真　東根　　2'00"67

小６男子 100m 自由形

１　加藤　稜哉　蚕桑　　1'12"87　新

２　岡野　　成　東根　　1'35"72

３　小関　駿平　荒砥　　1'37"89

小６男子 100m 平泳ぎ

１　安部　航平　荒砥　　1'43"18

２　村上　魁人　東根　　1'44"73

３　渋谷　　純　蚕桑　　1'56"94

小６男子 50m バタフライ

１　紺野　蒼天　東根　　　33"98　新

２　原田　　航　鮎貝　　　47"46

３　岡野　　成　東根　　　50"78

小６男子 50m 自由形

１　梅津　宏紀　東根　　　37"32

２　原田　　航　鮎貝　　　38"53

３　小関　忠寛　鷹山　　　40"94

小６男子 50m 背泳ぎ

１　梅津　宏紀　東根　　　48"77

２　長谷部瑞生　蚕桑　　　50"77

３　鈴木　優人　鮎貝　　　51"18

小６男子 50m 平泳ぎ

１　安部　航平　荒砥　　　47"50

２　小形　瞭真　東根　　　47"85

３　村上　魁人　東根　　　48"93

小学男子 200m フリーリレー

１　東根小学校　　　　　2'32"46

２　蚕桑小学校　　　　　2'43"85

３　鮎貝小学校　　　　　2'47"01

小学男子 200m メドレーリレー

１　東根小学校　　　　　2'47"79

２　蚕桑小学校　　　　　3'04"09

３　鮎貝小学校　　　　　3'10"01

小学校・女子
順位　　氏名　　　所属　　タイム　　備考

小３女子 50m バタフライ

１　佐藤　　月　荒砥　　1'41"44

小３女子 50m 自由形

１　吉田　遥香　荒砥　　　53"88

２　小沢　　萌　蚕桑　　　56"44

３　新野　寿音　東根　　　58"32

小３女子 50m 背泳ぎ

１　菊地　　葵　東根　　1'22"78

小３女子 50m 平泳ぎ

１　齋藤　遥香　東根　　1'11"24

２　吉田　遥香　荒砥　　1'22"92

３　梅津　詩音　東根　　1'38"44

小４女子 50m 自由形

１　相馬さおり　鮎貝　　　43"41

２　新野　菜見　鮎貝　　　43"56

３　江見　　茜　鮎貝　　　45"52

小４女子 50m 背泳ぎ

１　菅原　麻鈴　荒砥　　1'01"26

２　安部　美聡　東根　　1'03"50

３　五十嶺冴耶　荒砥　　1'07"33

小４女子 50m 平泳ぎ

１　丸川真由子　蚕桑　　　55"98

２　中川　京香　蚕桑　　1'07"67

３　佐藤　美空　鷹山　　1'12"52

小５女子 100m 個人メドレー

１　菊地　　遥　東根　　1'25"59　新
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紅
花
の「
白
鷹
」
を
Ｐ
Ｒ

　

白
鷹
紅
花
ま
つ
り
展

　７月11日、12日、第15回白鷹紅花まつり
が滝野交流館を主会場に行われました。田
植え踊りや「風絃流し」による演奏、紅花
染めなどの体験コーナーが設けられ、県内
外からたくさんのお客様が来場しました。
また、地元滝野のかたがたによるそばは大
人気で、長蛇の列ができ、みなさんおいし
そうにそばを味わっていました。萩野大日
堂には、可憐に咲く紅花を撮ろうと、多く
のカメラマンが集まっていました。

　７月７日、山形銀行本店で、「第６回白鷹
紅花まつり展」が開催されました。本店ロ
ビーでオープニングセレモニーが行われた
のあと、切り花がプレゼントされ、一週間
後の紅花まつりのＰＲを行いました。
　また、同時に物産店なども行われ、紅花
やお菓子などを求める人でにぎわいました。
　同日、町長は県庁を訪問し、吉村県知事
に紅花を手渡し、紅花のしらたかをＰＲし
てきました。

多
く
の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た

　

第
15
回
白
鷹
紅
花
ま
つ
り

希
少
生
物
の
宝
庫

　

粥
か

ゆ

餅
も

ち

田だ

湿
原
の
保
全
活
動

　７月11日、粥餅田湿原の保全活動が行わ
れました。この湿原は、希少な動植物が生
息する区域で、昭和57年に町の指定記念物
となっていますが、葦

よし

の繁殖で湿地面が減
少し、その存在が危ぶまれていました。昨
年に引き続き、今回も、町内のかたにご協
力をいただき、動植物を調査、現状の基礎
データを把握後、葦刈りとその運び出し
を実施しました。これからも保全活動に努
め、貴重な生態系を大切にしていきます。

　７月５日、フラワー長井線四季の郷駅前
広場で、夏の感謝祭（七夕飾りまつり）が
行われました。駅前には、地元保育園、小
中学校、企業、福祉施設などそれぞれに趣
向をこらした七夕が13本飾られ、見物客
でにぎわっていました。鮎貝まちづくり推
進委員会活性部会が企画し、来場した子ど
もたちに星座絵のプレゼントがあったり、
よさこいソーラン「櫻鷹会」の踊りで、会
場は一層の盛り上がりを見せていました。

星
に
願
い
を
・
・
・

　

夏
の
感
謝
祭（
七
夕
飾
り
ま
つ
り
）開
催

町
立
病
院
で

　
　
　
　

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

　

７
月
７
日
、
町
立
病
院
で
、
タ

ケ
ダ
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
（
代
表 

菅 

勝
さ
ん
）
に
よ
る
「
七
夕
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

外
来
ホ
ー
ル
を
利
用
し
、
童
謡
や

昔
懐
か
し
い
曲
を
た
く
さ
ん
演
奏

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
院
患

者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
町

民
の
か
た
が
た
も
聴
き
に
来
ら

れ
、
マ
ン
ド
リ
ン
の
優
し
い
音
色

に
、
か
ら
だ
も
心
も
癒い

や

さ
れ
る
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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み
ん
な
で「
四
季
の
郷
ま
で
」
を
歌
い
ま
し
た

　

ス
イ
ー
ト
ぴ
～
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　７月８日から14日までの５日間、東西中
学校の２年生１６６人が町内企業で職場体
験を行いました。サンファームしらたかで
農作業体験をした齋藤吉治くん（西中）は、
「作業は大変でしたが、食べ物の大切さが
わかる良い体験になりました」と話してく
れました。また、西中の２年生は、９月の
修学旅行で、米や野菜、加工品など町の特
産品を、東京・銀座にある県のアンテナシ
ョップで販売ＰＲしてくるということです。

　７月19日、文化交流センターあゆーむで
「スイートぴ～コンサート」が開催されま
した。丹波恵子さんのコンサートと「ぼ
くチュウ」の作者、ママチャリさんのトー
ク＆ライブが行われ、丹波さん作詞作曲の
「四季の郷まで」が初披露されたり、ママ
チャリさんのギターとピアノ演奏が行われ、
集まったかたがたで、楽しいひとときを過
ごしました。四季の郷駅のスイートピーも
きれいな花を咲かせてくれるといいですね。

仕
事
の
大
変
さ
を
肌
で
実
感
！

　

中
学
生
が
町
内
企
業
で
職
場
体
験

地
域
資
源
を
活
か
す
た
め
に

　

深
山
地
区
で
学
生
が
地
域
の
魅
力
発
掘

　７月23日、24日の２日間、東京大学農学
部の学生９人が深山地区を訪れ、地域の
魅力を発掘する活動を行いました。学生は、
実際に深山地区を歩いて見たり、地元のか
たの話などを聞いて、地域資源の活用やこ
れからの活性化などについて検討しました。
そして、学生が考える深山地区の活性化策
を地元のかたがたの前で発表し、お互いに
意見交換などを行い交流を深めました。

大
人
も
子
ど
も
楽
し
み
ま
し
た

　

町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催

　７月29日、町民水泳大会の休憩時間を利
用して、町民プールオープニングイベント
「水の導化師トゥリトネスショー」が行わ
れました。初めて見る水中ピエロの世界に、
参加した子どもたちや保護者は完全に吸い
込まれていました。元日本記録保持者をは
じめとしたパフォーマンス集団が見せてく
れたエンターテイメントは、本当の水の楽
しさを十分に教えてくれるショーでした。

定
着
さ
せ
よ
う
「
安
全
文
化
」

つ
み
取
ろ
う
職
場
の
危
険

　

７
月
29
日
、
白
鷹
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
パ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
）
で
、
第
12
回
白
鷹
町
建
設

業
労
働
災
害
防
止
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
の
建
設
業
関
係
者

約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
開
会
行

事
終
了
後
、
町
立
病
院
の
高
橋

一
二
三
院
長
を
講
師
に
迎
え
、「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
の
あ
と
に
、
職
場

の
安
全
確
保
と
労
働
災
害
の
減
少

を
図
る
た
め
に
、
組
織
が
一
丸
と

な
っ
て
安
全
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
た
安
全
宣
言
が
行
わ

れ
、
大
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。
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“元気ニコニコしらたか21” を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ
しらたか21

元気ニコニコ
しらたか21

白鷹町健康増進計画

白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」
　元気いっぱい子どもの健康づくり　：元気いっぱいに育つためには
　○いっぱい遊んで元気に育つ　　　　　を目指します。
　そのためには　□正しい食生活を身につける
　　　　　　　　□家族で楽しく食事をする　　ことが大切です。

　元気いっぱいに育つ豊かな暮らしは

　☆家族が作った野菜やその野菜で作った食事やおやつをおいしく食べる
　☆家族と一緒にご飯を作っておいしく食べる　こんな暮らしのことです。

健康のひろば

中 間 評 価

食事づくりのお手伝
いをしている子ども
たちが増えました！
～目標達成まで
　　ひとふんばり～

　
町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」の達成状況を把握するために、
町民の皆さんを対象に、元気ニコニコ21アンケートを実施しました。
〔元気ニコニコ21アンケート〕
問「食事づくりのお手伝いをしていますか。」
　答　①毎日している　②時々している　③していない　④記入なし

問い合わせは健康福祉課健康推進係へ （☎86－0210）

平成 15 年
平成 22 年目標

平成 20 年

人 ％ 人 ％

①毎日している 7　
82.3%　 　「①、②」の比率

を 90.0％にする。

16　
89.3%　

②時々している 128　 117　
③していない 29　 17.7%　 15　 10.1%　
④記入なし 0　 1　 0.6%　

計 164　 100.0%　 149　 100.0%　

食事づくりと子どもの健康

　町健康増進計画「元気ニコニコしらたか 21」では、子ども
の健康な暮らし～おいしく食べて元気に育つ～のために、食事
づくりのお手伝いは重要なことと考えました。食事づくりのお
手伝いは調理法を学ぶだけでなく、食文化、正しい食生活につ
いて親から子へ知識を伝える、最高によい機会です。

○食文化の豆知識　～　おはし（箸）の機能　～
　つまむ　はさむ　支える　運ぶ　切る　さく　ほぐす
　はがす　すくう　くるむ　のせる　押さえる　わける　など
　13 の使い方があります。
　２本のはしを使いこなすことで手先は器用になり、集中力、
　持続力もつくと言われています。

　
　

子
ど
も
と
食
育
基
本
法

　

平
成
17
年
に
食
育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
後
食
育
推
進
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
18
年
か
ら
家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
で
、
子
ど
も
の
た
め
の
食
生
活
に
つ
い
て
「
食

と
健
康
」「
食
と
文
化
」「
食
と
環
境
」
な
ど
に
つ
い
て
実
践
的
な
学
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
食
と
健
康
」
で
は
生
活
リ
ズ
ム
の
大
切
さ
、
生
活
習
慣
病
は
食
生
活
改
善
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、「
食
と
文
化
」
で
は
、家
族
一
緒
に
食
べ
る
食
事
の
意
義
や
伝
統
食
（
和
食
）

の
良
さ
を
見
直
す
こ
と
、「
食
と
環
境
」
で
は
食
の
安
全
性
や
環
境
に
や
さ
し
い
食
生
活
に

つ
い
て
学
び
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
っ
て
い
く
よ
う
な
子
ど
も
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

い
く
ら
能
力
が
あ
っ
て
も
、
素
晴
ら
し
い
夢
が
あ
っ
て
も
健
康
で
な
け
れ
ば
何
も
で
き
ま

せ
ん
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
食
に
つ
い
て
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
の
食
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
連
携
、
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

　お詫びと訂正
　７月号に掲載しました、公民館「子どもの夏休み特集事業」
で東根地区公民館主催の駄菓子屋公民館は「だがしや公民館」
の誤りでした。訂正し、お詫びいたします。
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　出かける時は、「いってきます」を忘

れずにと教えられていた２歳児のＮち

ゃん。

　ある日ボール遊びをしていて、ボー

ルが外に転がっていってしまいました。

そのボールに向って一言 

「“いってきます”言ってくださ～い」

佳
作　

嘘
の
な
い
山
道
だ
か
ら
歩
き
ま
す　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

歩
ま
ね
ば
老
い
が
ど
ん
ど
ん
加
速
す
る　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

歩
け
な
く
な
っ
て
気
付
い
た
あ
り
が
た
さ　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

モ
ミ
ジ
の
手
あ
や
つ
り
乍
ら
万
歩
計　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

ゥ
ォ
ー
キ
ン
グ
ブ
ラ
ン
ド
靴
が
す
れ
違
う　

十　

王　

川
部　

隆
雄

〃　
　

バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
歩
い
た
父
の
目
に
涙　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

終
戦
後
歩
ん
だ
道
は
い
ば
ら
道　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

国
会
は
二
世
議
員
が
闊
歩
す
る　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

本
間　

義
康

〃　
　

八
十
路
坂
お
か
げ
で
元
気
歩
き
ま
す　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

い
つ
の
日
か
メ
タ
ボ
お
別
れ
万
歩
計　
　
　

鮎　

貝　

増
田　

栄
子

〃　
　

一
歳
の
歩
く
背
中
に
祝
い
も
ち　
　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

毎
日
を
歩
き
足
腰
鍛
え
ら
れ　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

秀
逸　

人
生
は
確
か
な
歩
み
に
夢
が
あ
る　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

一
歩
二
歩
三
歩
下
っ
て
夫
婦
道　
　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

大
不
況
若
者
歩
む
い
ば
ら
道　
　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

年
ご
と
に
歩
幅
が
狭
く
気
が
先
に　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

王
将
に
捨
て
身
で
挑
む
歩
の
と
金　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

車
椅
子
押
し
て
絆
が
太
く
な
り　
　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

歩
み
寄
り
誤
解
も
解
け
て
さ
わ
や
か
に　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

大
正
か
ら
歩
い
た
道
の
雨
嵐　
　
　
　
　
　

深　

山　

樋
口　

吟
風

〃　
　

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
二
歩
ず
つ
登
る
人
が
居
る　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

い
ば
ら
道
越
え
て
歩
い
て
白
寿
の
座　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

五
客　

幸
せ
は
同
じ
歩
幅
の
友
が
居
る　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

歩
く
道
迷
っ
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

〃　
　

支
え
合
い
歩
幅
合
わ
せ
て
鶴
と
亀　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

不
況
風
歩
く
歩
幅
も
小
さ
く
な
り　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

年
老
い
て
余
生
大
事
に
踏
む
歩
幅　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

人
位　

大
地
の
鼓
動
聴
き
つ
つ
歩
く
老
い
の
坂　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

地
位　

一
歩
二
歩
退
い
て
平
和
な
風
に
い
る　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

天
位　

半
歩
引
く
心
で
つ
な
ぐ
地
域
の
和　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

軸　

米
寿
坂
ま
だ
ま
だ
若
い
さ
あ
歩
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子　
　

次
回　

「
川
」
八
月
末
ま
で
。　

「
や
ん
わ
り
」
九
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

「
町
報
川
柳
」　　
　
　

歩　
　
　

新
野　

三
拍
子　

選

「いってきます！」

　

７
月
11
日
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

で
、
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総

会
及
び
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
、
今
年
度
の
事
業
、

収
支
予
算
案
を
協
議
し
、
環
境
を

テ
ー
マ
と
し
た
子
ど
も
会
議
の
開

催
、
ま
た
家
庭
の
日
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
昨
年
度
「
長
井
地

区
少
年
の
主
張
」
に
出
場
の
竹
田

紫
月
さ
ん
、
神
居
幸
恵
さ
ん
の
発

表
、
山
形
県
ネ
ッ
ト
安
全
サ
ポ
ー

タ
ー
金
鋼
一
さ
ん
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
席
上
で
は
、
青

少
年
育
成
な
ど
の
活
動
に
功
績
の

あらと保育園 「ほ・こ・ら」

Ｒくん「うちにもおばけいだよ～」 

保育士「どこにいるの？」 

Ｒくん「”ほこら”さいだべぇ～」 

保育士「ほこら？・・・Ｒくんの家　

　　　にほこらあるの？」 

Ｒくん「・・・？　ほ・こ・ら・！」 

保育士「・・・？あーあ。そこらかぁ」

あ
っ
た
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
、

受
賞
者
を
代
表
し
、
荒
砥
高
等
学

校
吹
奏
楽
部
よ
り
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
（
功
績
）
は
次
の
と
お
り

○
衣
袋
正
人
さ
ん
（
長
き
に
わ
た

　

る
青
少
年
育
成
推
進
委
員
と
し

　

て
の
活
動
）

○
菊
地
正
さ
ん
（
長
き
に
わ
た
る

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
指
導
者
と

　

し
て
の
活
動
）

○
荒
砥
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
（
町

　

内
保
育
園
の
訪
問
演
奏
活
動
）

白
鷹
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

総
会
及
び
研
修
会
開
催
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催　し

白
鷹
あ
ゆ
み
の
園
夏
祭
り

　

楽
し
い
催
し
物
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

８
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
あ
ゆ
み
の
園

▼
内
容　

○
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー　

○
売
店
（
焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、 

　

か
き
氷
な
ど
）

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ 

ッ
ト

○
入
所
者
・
利
用
者
作
品
展
示

募　集

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
芸 

　

能
発
表
な
ど

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
あ
ゆ
み
の

園
（
☎
85

－

５
６
７
８
）

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
い
つ　

８
月
23
日
（
日
）
午
前

６
時
～
８
時
（
午
前
５
時
45
分
集

合
）

▼
集
合
場
所　

荒
砥
駅
前
広
場

▼
コ
ー
ス　

最
上
川
フ
ッ
ト
パ
ス

コ
ー
ス
（
荒
砥
駅
～
あ
ゆ
茶
屋
～

荒
砥
駅
）

▼
内
容　

早
朝
の
澄
ん
だ
空
気
を

胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
、
最
上
川

の
川
面
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

歩
き
ま
す
。

※
申
込
み
不
要
。
当
日
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

▼
次
回
開
催　

９
月
27
日
（
日
）

白
川
ダ
ム
湖
畔
コ
ー
ス
を
予
定
。

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
☎
86

－

０
２
１
０
）

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
介
護
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
は
様
々
で
す
。
認
知
症
の

人
を
介
護
し
て
い
る
か
た
が
集
ま

っ
て
話
し
合
う
会
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

８
月
27
日
（
木
）　

午

後
１
時
30
分
～
３
時
ま
で

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

認
知
症
の
人
と
家
族

の
か
た
、
介
護
者
の
か
た
な
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１

１
２
）

平
成
22
年
度
西
置
賜
行
政
組
合

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員　

　

消
防
職　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

長
井
市
、小
国
町
、

白
鷹
町
、
飯
豊
町
の
居
住
者
ま
た

は
当
該
地
域
に
居
住
予
定
の
か
た

で
、
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
高
校
卒
業
（
平
成
22
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た

を
含
む
）
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

か
た
。

▼
受
付
期
間　

９
月
１
日
（
火
）

～
16
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

※
受
付
最
終
日
の
日
時
必
着

▼
受
付
場
所　

西
置
賜
行
政
組
合

事
務
局
（
長
井
市
平
山
４
４
６
０

消
防
本
部
庁
舎
内
）

▼
試
験
日
及
び
試
験
会
場　

○
試
験
日　

10
月
18
日
（
日
）

○
試
験
会
場　

長
井
市
勤
労
セ
ン

　

タ
ー　

▼
試
験
内
容　

○
一
次
試
験　

　

教
養
試
験
（
初
級
行
政
）
作
文

　

試
験
・
適
性
検
査
（
筆
記
）

○
二
次
試
験　

　

人
物
試
験
・
体
力
試
験

▼
採
用
予
定
日　

　

平
成
22
年
４
月
１
日

▼
受
験
申
込
書
の
請
求
先　

西
置

賜
行
政
組
合
事
務
局
、
消
防
署
各

分
署

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
事
務
局
（
☎
88

－

４
３
３
６
）

平
成
22
年
度
リ
バ
ー
ヒ
ル
長
井

の
職
員
を
募
集
し
ま
す

▼
勤
務
先　

介
護
老
人
保
健
施
設

リ
バ
ー
ヒ
ル
長
井
及
び
関
連
事
業

所▼
募
集
職
種
（
必
要
な
資
格
）　

①
看
護
職
（
看
護
師
、准
看
護
師
）

②
介
護
職
（
介
護
福
祉
士
）

▼
採
用
人
員　

①
、
②
と
も
若
干

名▼
採
用
形
態　

正
職
員
（
看
護
職

は
勤
務
時
間
応
談
）

▼
受
験
申
込
期
間
及
び
提
出
書
類

○
申
込
期
間　

８
月
10
日
（
月
）

　

～
９
月
11
日
（
金
）

○
提
出
書
類　

受
験
申
込
書
（
所

　

定
の
用
紙
）、
履
歴
書
、
資
格

　

証
ま
た
は
同
免
許
証
の
写
し
。

　

新
卒
者
は
卒
業
見
込
証
明
書
、

　

成
績
証
明
書
、
資
格
取
得
見
込

　

証
明
書
※
い
ず
れ
も
１
通

▼
試
験
日
時
及
び
試
験
会
場

○
試
験
日　

９
月
25
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～

○
試
験
会
場　

リ
バ
ー
ヒ
ル
長
井

▼
試
験
内
容　

一
般
教
養
（
介
護

保
険
関
係
含
む
）、
論
文
・
面
接

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

介
護
老

人
保
健
施
設
リ
バ
ー
ヒ
ル
長
井
事

務
室
（
☎
84

－

７
５
７
５
）

平
成
22
年
度
日
本
赤
十
字
社
職

員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

▼
募
集
職
種　

一
般
事
務
職
及
び

看
護
師
職

▼
採
用
予
定
人
員　

一
般
事
務
職

若
干
名
、
看
護
師
職　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

○
一
般
事
務
職　

昭
和
57
年
４
月
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おしらせ

「
山
口
県
７
・
21
大
雨
災
害
義

援
金
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
山
口
県

大
雨
災
害
に
伴
う
義
援
金
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
災
害
義
援
金
は
、
税
制
上

の
優
遇
措
置
（
所
得
税
及
び
住
民

税
の
寄
付
金
控
除
、
法
人
税
の
全

額
損
金
算
入
）
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

▼
受
付
期
間　

８
月
26
日
（
水
）

ま
で

▼
受
付
場
所　

日
本
赤
十
字
白
鷹

町
分
区（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

「
福
岡
県
７
月
豪
雨
災
害
義
援

金
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
福
岡
県

大
雨
災
害
に
伴
う
義
援
金
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
日
以
降
生
ま
れ
で
４
年
制
大

　

学
を
卒
業
し
た
か
た
、
ま
た
は

　

平
成
22
年
３
月
に
４
年
制
大
学

　

を
卒
業
見
込
み
の
か
た
で
第
１

　

種
普
通
自
動
車
免
許
取
得
ま
た

　

は
平
成
22
年
３
月
ま
で
免
許
取

　

得
見
込
み
の
か
た

○
看
護
師
職　

①
平
成
22
年
３
月
、
４
年
制
大
学

　

若
し
く
は
短
期
大
学
ま
た
は
専

　

門
学
校
卒
業
見
込
み
の
か
た

②
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
か
た

※
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
看

　

護
師
の
資
格
を
取
得
で
き
な
い

　

場
合
は
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
試
験
日　

10
月
18
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

山
形
県
総
合
運
動

公
園
会
議
室

▼
応
募
締
切　

９
月
11
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
赤
十
字
社

山
形
県
支
部
総
務
課
（
☎
０
２
３

－

６
４
１

－

１
３
５
３
）

山
形
大
学
大
学
歌（
歌
詞
）募
集

　

山
形
大
学
は
、
今
年
で
創
立
60

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
に

大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
学
歌

を
制
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
公
募
期
間　

６
月
23
日
～
10
月

20
日
（
必
着
）

▼
公
募
要
領　

①
作
品
は
自
作
、
未
発
表
の
も
の

　

に
限
り
ま
す
。

②
応
募
に
要
す
る
経
費
は
応
募
者

　

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

③
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
発
表　

選
定
作
品
の
応
募
者
に

直
接
連
絡
す
る
ほ
か
、
大
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
賞
金　

最
優
秀
作
品
１
０
０
万

円　

優
秀
作
品
20
万
円

▼
作
成
要
領　

①
歌
詞
は
２
番
な
い
し
３
番
ま
で

　

と
し
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を

　

ふ
る
こ
と
。

②
様
式
は
自
由
と
し
ま
す
が
、
作

　

品
は
Ａ
４
用
紙
を
使
用
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　

①
大
学
歌
は
入
学
式
、
卒
業
式
な

　

ど
全
学
行
事
で
歌
う
こ
と
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。

②
応
募
は
個
人
、
グ
ル
ー
プ
を
問

　

い
ま
せ
ん
。

③
今
回
は
基
本
的
に
作
詞
の
公
募

　

と
な
り
ま
す
が
、
作
曲
も
行
い

　

た
い
か
た
は
、
歌
詞
と
一
緒
に

　

録
音
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

④
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
大
学
総
務

部
総
務
ユ
ニ
ッ
ト
（
☎
０
２
３

－

６
２
８

－
４
０
０
６
）

が
ん
検
診
50
％
推
進
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
に
つ
い
て

　

が
ん
検
診
受
診
率
50
％
達
成
に

向
け
、
が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知

識
の
啓
発
活
動
に
資
す
る
目
的
と

し
て
標
記
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

▼
募
集
区
分　

小
学
生
低
学
年
の

部
、
小
学
生
高
学
年
の
部
、
中
学

生
の
部
、
高
校
生
以
上
一
般
の
部

▼
サ
イ
ズ　

Ｂ
３
版
（
３
６
４
㍉

×
５
１
５
㍉
）

▼
締
め
切
り　

９
月
10
日
（
木
）

▼
提
出
先　

健
康
福
祉
課
健
康
推

進
係

▼
入
賞
作
品
の
通
知　

９
月
下
旬

頃
直
接
本
人
宛
に

※
主
催　

厚
生
労
働
省
が
ん
検
診

50
％
推
進
本
部
事
務
局

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）
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な
お
災
害
義
援
金
は
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
（
所
得
税
及
び
住
民
税

の
寄
付
金
控
除
、
法
人
税
の
全
額

損
金
算
入
）
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

８
月
31
日
（
月
）

ま
で

▼
受
付
場
所　

日
本
赤
十
字
白
鷹

町
分
区（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　

土
地
・
建
物
の
売
買
な
ど
の
不

動
産
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
商
業

登
記
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
無
料

で
応
じ
ま
す
。

▼
い
つ　

８
月
29
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

山
形
県
司
法
書
士
会

館
（
山
形
市
緑
町
一
丁
目
）

※
予
約
不
要
（
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。）

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
司
法
書

士
会
（
☎
０
２
３

－

６
２
３

－

７

０
５
４
）

原
の
田
ん
ぼ
に
「
お
か
い
こ
姫
」

と
い
う
文
字
と
物
語
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
や
繭
が
浮

か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
第
２
弾
と
な
る
コ
ン
サ

ー
ト
の
ご
案
内
で
す
。

▼
い
つ　

８
月
30
日
（
日
）
午
後

７
時
（
開
場
午
後
６
時
）

▼
ど
こ
で　

蚕
桑
駅
前
河
原
（
東

側
）
ふ
れ
あ
い
広
場

▼
内
容　

須
貝
智
郎
コ
ン
サ
ー
ト

（
魂
の
叫
び
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
（
協
賛
費
）

○
高
校
生
以
上　

１
，
０
０
０
円

○
中
学
生
以
下　

無
料

▼
販
売
先　

荒
砥
駅
（
平
日
の
み

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
）

※
当
日
は
、
売
店
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　
　

今
野
（
☎
84

－

６
６
３
２
）

平
成
21
年
度
狩
猟
免
許
試
験
に

つ
い
て

▼
試
験
日　

９
月
20
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

村
山
総
合
支
庁

▼
申
込
受
付
期
間　

８
月
24
日
～

９
月
11
日
（
必
着
）

▼
試
験
区
分　

①
網
猟
免
許

②
わ
な
猟
免
許

③
第
一
種
銃
猟
免
許

④
第
二
種
銃
猟
免
許

▼
受
験
資
格　

県
内
に
住
所
を
有

し
て
い
る
か
た
（
た
だ
し
、
以
下

の
か
た
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

○
試
験
日
当
日
、
20
歳
に
満
た
な

　

い
か
た
。

○
次
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
か

　

た
。（
統
合
失
調
症
、
そ
う
う
つ

　

病
、
て
ん
か
ん
な
ど
）

○
麻
薬
、
大
麻
ま
た
は
覚
せ
い
剤

　

中
毒
者
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
方
法　

知
識
試
験
・
適
正

試
験
・
技
能
試
験

▼
申
請
方
法　

県
庁
み
ど
り
自
然

課
及
び
各
総
合
支
庁
環
境
課
で
配

布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
写
真
な
ど
を
添
付
し

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

請
書
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
請
先　

県
庁
み
ど
り
自
然
課

〒
９
９
０

－

８
５
７
０　

山
形
市

松
波
二
丁
目
８
番
１
号

■
問
い
合
わ
せ　

県
庁
み
ど
り
自

然
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－
３

１
０
０
）

置
賜
総
合
支
庁
環
境
課
（
☎
０
２

３
８

－

26

－
６
０
３
５
）

お
か
い
こ
姫
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご

案
内

　

蚕
桑
駅
前
の
有
志
が
夢
を
語
り

合
い
、
そ
の
実
現
を
通
し
て
地
域

や
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
蚕
桑
駅
前
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」の
第
一
弾
と
し
て
、「
お
蚕
姫

物
語
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
蚕
桑
駅
前
東
側
の
河

文
書
配
布
日
の
変
更
に
つ
い
て

　

次
回
の
文
書
配
布
日
は
８
月
21

日
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
衆

議
院
議
員
総
選
挙
の
選
挙
公
報
配

布
の
た
め
、
８
月
25
日
に
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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投
票
で
き
る
か
た
は

　

８
月
18
日
公
示
、
８
月
30
日
投

票
の
日
程
で
執
行
さ
れ
る
本
選
挙

の
場
合
、
平
成
21
年
５
月
17
日
以

前
か
ら
引
き
続
き
白
鷹
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か

た
で
、
平
成
元
年
８
月
31
日
以
前

に
生
ま
れ
た
か
た
が
投
票
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
21
年
５
月
18
日
以

降
に
白
鷹
町
に
転
入
さ
れ
た
か
た

は
、
以
前
の
住
所
地
で
投
票
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
前
住

所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
は

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

（
黒
鴨
、
針
生
投
票
区
は
午
前
７

時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
）

投
票
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

●
投
票
用
紙
の
書
き
方

　

は
じ
め
に
、
小
選
挙
区
選
出
議

員
選
挙
の
投
票
を
行
い
ま
す
。
投

票
用
紙
（
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
）
に

は
候
補
者
１
人
の
氏
名
を
書
き
、

投
票
箱
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
、
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙
の
投
票
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
を
行
い
ま
す
。
比
例
代

表
の
投
票
用
紙
（
薄
青
緑
色
の
用

紙
）
に
は
政
党
等
の
名
称
を
書
き
、

第45回衆議院議員総選挙及び
最高裁判所裁判官国民審査が行われます

投票日は８月30日（日）です

■問い合わせ　白鷹町選挙管理委員会事務局（℡85-6124）

国
民
審
査
の
投
票
用
紙
（
白
色
の

用
紙
）
に
は
や
め
さ
せ
た
い
裁
判

官
が
い
る
場
合
だ
け
「
×
」
を
記

入
し
、
や
め
さ
せ
な
く
て
も
よ
い

裁
判
官
に
つ
い
て
は
投
票
用
紙
に

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
箱
に
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
場
券
に
つ
い
て

　

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
入
場
券
は
８
月
18
日

に
発
送
す
る
予
定
で
す
。）

　

も
し
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合

で
も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の

場
合
は
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
は
８
月
４
日
現

在
の
居
住
地
で
発
行
し
ま
す
の
で
、

８
月
５
日
以
降
に
転
居
さ
れ
た
か

た
は
、
前
居
住
地
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
代
理
投
票
に
つ
い
て

　

身
体
の
都
合
な
ど
で
字
が
書
け

な
い
場
合
で
も
、
投
票
所
で
申
し

出
れ
ば
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

●
期
日
前
投
票
と
は

　

選
挙
は
、
投
票
日
に
投
票
所
に

お
い
て
投
票
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
が
、
期
日
前
投
票
は
、

投
票
日
前
で
あ
っ
て
も
、
投
票
日

と
同
じ
よ
う
に
投
票
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
（
投
票
用
紙
を
直
接
投

票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
）

制
度
で
す
。

●
期
日
前
投
票
が
で
き
る
か
た

　

投
票
日
当
日
、
次
の
よ
う
な
理

由
で
不
在
に
な
る
か
た
は
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

①
冠
婚
葬
祭
等
、
や
む
を
得
な
い

　

用
務
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
か
た

②
疾
病
、
出
産
等
で
、
投
票
日
当

　

日
に
投
票
で
き
な
い
こ
と
が
予

　

想
さ
れ
る
か
た

③
自
分
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域

　

外
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
の

　

か
た

●
期
日
前
投
票
の
場
所
と
日
時

・
場
所　

中
央
公
民
館
１
階
文
化

　

実
習
室

・
日
時　

公
示
日
の
翌
日
８
月
19

　

日
か
ら
投
票
日
の
前
日
８
月
29

　

日
ま
で
（
時
間
は
午
前
８
時
30

　

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
）

＊
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
期
日
前
投
票
は
、
８
月
23
日
か

ら
８
月
29
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

●
他
の
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い

る
か
た
は

　

業
務
に
従
事
す
る
た
め
他
の
市

町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

従
来
の
不
在
者
投
票
と
同
じ
よ
う

に
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
郵
便
で
投
票
用

紙
を
請
求
し
て
か
ら
投
票
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
た
め
郵
便
の

往
復
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
請
求
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
立
病
院
や
白
光

園
な
ど
の
施
設
に
入
院
中
の
か
た

は
、
そ
の
場
所
（
施
設
内
）
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
の
職
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制

度
と
は

　

身
体
障
害
者
の
か
た
で
両
下
肢

等
の
障
害
の
程
度
が
１
級
若
し
く

は
２
級
の
か
た
、
内
臓
機
能
の
障

害
の
程
度
が
１
級
若
し
く
は
３
級

の
か
た
、
戦
傷
病
者
の
か
た
で
両

下
肢
若
し
く
は
体
幹
の
障
害
の
程

度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま

で
の
か
た
、
内
蔵
機
能
の
障
害
の

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

ま
で
の
か
た
、
ま
た
は
介
護
保
険

法
上
の
要
介
護
者
で
要
介
護
５
の

か
た
（
い
ず
れ
も
自
書
す
る
こ
と

が
可
能
な
か
た
）
を
対
象
と
し
、

投
票
所
へ
行
か
な
く
て
も
自
宅
で

投
票
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆
開
票
所
は
荒
砥
小
学
校
体
育
館
と
な
り
ま
す
。



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（児　玉　拓　也　　長井市
田　中　理　恵　　鮎　貝

（原　田　昌　典　　山　口
遠　藤　　藍　　　長井市

（紺　野　　晃　　　萩　野
　東　　絵梨香　　鮎　貝

（金　田　幸　浩　　高　玉
大　塚　真菜美　　長井市

（岡　部　正　嗣　　山　口
東　峰　有　佳　　千葉県

（迎　田　　真　　　鮎　貝
川　井　麻文美　　畔　藤

 住所　　  氏　　名  　年齢
箕和田　斎　藤　弘　子　53
黒　鴨　迎　田　千代次　90
萩　野　安　部　四　良　82
荒砥甲　大　宮　秀　夫　78
鮎　貝　金　子　よしゑ　97
浅　立　金　田　新　助　83
高　玉　大　滝　味　助　83
滝　野　竹　田　和　雄　79
浅　立　沼　澤　善　助　79
高　玉　金　田　哲　郎　80
荒砥甲　松　田　　　を　87
荒砥乙　菅　間　い　と　93
畔　藤　鈴　木　政　巳　79
荒砥甲　髙　橋　　　作　76
深　山　樋　口　こ　う　88
鮎　貝　後　藤　政　吉　86

【7月1日～7月31日届出】

▼
４
月
か
ら
広
報
の
担
当
に
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
取
材
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
地
域
の
か
た
が
た
の

パ
ワ
ー
を
感
じ
る
場
面
が
多
く
あ
り

ま
す
。
い
ろ
ん
な
地
区
で
、
自
分
の

暮
ら
す
地
域
を
活
気
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
い
、
今
日
も

ど
こ
か
で
地
域
づ
く
り
が
さ
れ
て
い

る
の
か
な
…
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
最
近
、
知
人
が
「
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
が
る
活
動
が
し
た
い
」
と
い
う
こ

と
か
ら
、
地
区
や
世
代
を
こ
え
た
団

体
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
す
か
ら
、
相
当
の
苦

労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
町
や

自
分
の
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い

る
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。　

（
お
お
た
き
）

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

畔　藤 大木
正　明 創

そう

　太
た

久　子

十　王 志鎌
智　弘 はづき智　美

荒砥乙 鈴木
敏　広 佑

ゆう

　佳
か

智　恵

広　野 黒澤
良　幸 仁

に

　奈
な

英　里

鮎　貝 丹
憲　幸 歩

あゆ

　夢
む

香

鮎　貝 竹本
幸　貴 彰

しょう

　吾
ご

美　緒

高　玉 菊地
秀　憲

咲
さく

　良
ら

冬　子

萩　野 川部
良　治

真
ま

　生
な

真衣子

荒砥甲 佐藤
哲　朗

一
い

歩
ぶ

輝
き

真理子

十　王 松野
裕　優

千
せ

　愛
ら

琴　美

高　玉 片山
正　弘

文
あや

　乃
の

尚　希

　今年で６回目になるこの塾は、７月31日（金）から８月２日（日）の３
日間、文化交流センターを主会場に行われました。
　今回の見どころのひとつは「こまどり姉妹」。若い人は聞いたことがな
いかも知れませんが、昭和30年代から40年代にかけてブレイクし、紅白歌
合戦に７年連続で出場した、大人気のトップスター（双子のデュオ）です。
　初日は、歌謡ショーの前に、「あゆみの園」「白光園」を慰問され、みなさ
んの前で、歌を披露されました。最後は、全員と丁寧に握手を交わされ、

感動のあまり涙するかたもいました。
　２日目は、デビュー50周年を記念して制
作された姉妹のドキュメンタリー映画の上
映があり、なんと！今回が全国初公開との
こと。ご覧になったかたはとてもラッキー
でした。上映後は、姉妹としては珍しい洋
服姿でステージに上がり、これまでの辛い
生い立ちなどもユーモアを交えて明るく話
してくれました。とても親近感が沸く人柄
のお二人でした。そして、２日目終了後は、

鮎貝ハーモニープラザで交流会が行われ、地元鮎貝のかたがたが、餅つき
でお客さまをもてなしてくれました。
　ゲストや県外からいらしたお客さまも飛
び入りで餅つきを体験し、「よいしょっ！よ
いしょっ！」という威勢のいい声が夜空に
広がりました。
　最終日は、会場を浅立公民館に移し、恒
例の小室塾長による「味噌づくり塾」が行
われました。味噌が完成するのは１年後。
参加したかたがたは１年間待っている楽し
みが増えるわけです。さらに、作業終了後、おいしい味噌になるための隠
し味にと、味噌と参加者に小室塾長から弾き語りのプレゼントがありまし
た。
　閉塾式は、実行委員長の清野さんから、「来年も、
しらたか的音楽映画塾を開催します。みなさんま
た来年お会いしましょう」という言葉で幕が閉じ
ました。
　まだ参加したことのない皆さん、映画・音楽な
どメニュー満載の「しらたか的」、一度味わって
みてはいかがですか？
※映画の上映や監督によるトーク、映画・映像制作の塾なども開催されました。
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